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A―51 生体I-およぼ寸蔵姓化乳糖。影響
国立栄研応用　o漉辺智子　高尼石合子

　目的

　気仙も　ここ数年乳糖？ルコづし，寓？ミローフ,含有澱船ヽなら奴消化ヽほ金品・生休

l: およぼ寸殺々の影響･こっい-x報告して乏た。今回iも　翼性ｲ叫L糖(ム血瓦A む剛につ
ぃふ　司の摂取量。限界と詣mとi明らりヽに寸る目胎ちこ■n実験ｔ計画しh，
　方法

　動物iも　以Aヵぶ雄白ネズミ-L用いた。飼料,,9ﾉ/ぐﾌ質/,;?瑞これにゐxxuJsMS'絢

冷畑こあたる剽住ｲL%糖-L'M.Kしたも。-Si用いた。一群^匹ヒらふ飼尉-t自由漑取之ち

£‘週問甑有しａ。々。,閉<n成義バ飼料如詞消化吸収軋各臓器・皇量，腸内のじタミン

ぶ, ＆%，肝吸成脊j 筏腹壁脂肪。脂屹賊紬収匂考汰に緩ヽ｡ヽ測定した。

　結果　c初覚a々りCD R以で･も通常フン/りし勺し･こ異性化乳糖勧^えた湘粁^与えた場発

体重it 卵｛フウ/jくバ飼料効率七低，ヽつf:..

　の異姓化乱糖萍K群,も対餓群にえぺ，糞量,吻ら膏中食素虞有も審く，タッ/り効

牢も低ねヽつた，
　③t≒異姓ｲ叫L晦死んﾆよる脂肪・f積量･も討照にWこべ低ヽヽ^lであった｡

　④涙坦化乱糖這入僻,も対旺群に几ぺ有腸fr膨満し，むヽ-つ雪隠内<n ビタミン軋畠り

含量も店くツ翼ヽ欧ｲx^し脊摂取にI り吸内Bi, 瓦。産生ヴヽ嵩3ることib^'示唆2 れた。


